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柳田：皆さま、お待たせいたしました。こ

れより第 2 部のトークショー「きぼう、そ

の先へ～From 2020 to 2030～」を開始いた

します。それでは早速、第 2 部の登壇者の

皆さまをご紹介してまいります。まずは、1

部に続きまして、このお三方です。金井宣

茂宇宙飛行士、油井亀美也宇宙飛行士、そ

して大西卓哉宇宙飛行士です。よろしくお

願いいたします。 

 続いて、内閣府宇宙政策委員会委員、元

JAXA 宇宙飛行士の山崎直子さま、お願いい

たします。 

続いて、宇宙科学研究所副所長、宇宙探査

イノベーションハブ國中均ハブ長です。よ

ろしくお願いいたします。 

 

続いて、JAXA 国際宇宙探査推進チームの佐

藤直樹さん、よろしくお願いいたします。 

そして最後に、このトークセッションのモ

デレーターを務めます、JAXA、HTV フライ

トディレクターの内山崇さんです。よろし

くお願いいたします。 

そして私はアシスタントの柳田さやかです。

よろしくお願いいたします。では、どうぞ

皆さま、お座りください。 
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 第 1 部のトークショーでは国際宇宙ステ

ーションで行われている実験についてお話

を伺ってきたんですけれども、この第 2 部

は、さらにその先の未来の宇宙開発につい

てお話を聞いていきたいと思います。内山

さん、その未来の宇宙探査、ずばり注目す

るポイントというのは、どんなところでし

ょうか。 

 

内山：まず、第 2 部のモデレーターを務め

ます、内山崇です。どうぞよろしくお願い

いたします。本日、ここまでお話があった

のは、少なくとも 2024 年まで継続が計画さ

れております ISS に関わるお話でした。こ

の第 2 部では、その先ですね。主に宇宙探

査について語っていきたいと思っておりま

す。 

 2014 年に国際宇宙探査フォーラム、ISEF

と呼ばれる閣僚級の会議が行われて、35 カ

国・地域の国が参加しております。これは

ISS に参加している国の 2 倍以上ですね。

これだけ国際的にも宇宙探査について議論

が行われている真っ最中で、宇宙探査には

どんな未来が待っているのか、今後の展望

についてこのメンバーで語っていきたいと

思います。 

 本日は実際の宇宙プロジェクトに関わっ

ている方たちがこれだけそろいましたので、

まずは登壇者の紹介を兼ねつつ、それぞれ

に宇宙探査についてのお話を伺ってまいり

たいと思います。では、まず國中先生から、

いま世界的に、どんな探査が立ち上がって

いるのか、これから立ち上げようとしてい

るのか、紹介いただけますでしょうか。 

 

國中：ご紹介いただきました、國中と申し

ます。私は相模原に本拠を置きます宇宙科

学研究所、それから宇宙探査イノベーショ

ンハブという事業所で働いております。 

 ここにご紹介しますのは、現在、太陽系

宇宙ですね。手前の、太陽に一番近いとこ

ろから、水星、金星、地球、火星、木星、

それから火星と木星の間には小惑星という

ものが浮かんでいます。ここに、私たち

JAXA は、たくさんの探査機を今、展開しよ

うとしています。 

 

 こちらの絵で、ご紹介したいと思います。

いま書いてあった水星には、ベピコロンボ

という新しい人工衛星、探査機を来年、打

ち上げます。すべては読み上げられません

けれども、黄色で書いたものは、もうすで

に運用を停止したものです。緑色が現在運

用中。それから、赤字で書いてあるものが
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現在開発中です。それから、青字のものが

いま計画中の探査機です。ざっと数えます

と 20 機程度の探査機を今、太陽系宇宙のま

わりに、どんどん打ち上げて運用しようと

考えています。 

 このあとは、はやぶさ、それから、はや

ぶさ 2、小惑星に向けた探査機について簡

単にご紹介したいと思います。これは、は

やぶさ、はやぶさ 2 です。はやぶさは、世

界で初めて小惑星サンプルリターンを行い

ました。目指した小惑星は、イトカワとい

う小惑星です。ここに向けて 2003 年に打ち

上げて、2010 年に帰ってくることができま

した。そして引き続いて、今、はやぶさ 2

を、ちょうど作って打ち上げて、目標とし

ますリュウグウという小惑星に向かって打

ち上げ運行を行っておるところです。 

 これが、はやぶさが見てきた小惑星イト

カワです。小惑星というのは非常に小さい

ので、地球から望遠鏡でのぞいても、形や

大きさを見届けることはできません。人工

物体、探査機を現地に送り届けて初めて見

えた映像になります。そして次に、はやぶ

さ 2 がリュウグウという小惑星に来年到着

します。到着しますと、先ほどのような映

像を送ってきてくれるでしょう。そして、

探査機によってリモートセンシングをして、

着陸を行って、表面からサンプルを採取す

る。こんなオペレーションを、はやぶさ 2

でも行いたいと思っています。 

 それから次は、インパクターという実験

も行う予定でいます。止まってしまいまし

たね。では、次のページにお願いします。 

 今は小惑星のお話をしましたけれども、

それでは 2020 年代、2030 年代には、私た

ちは月に、いや火星に人を送り込みたいと

考えています。そして、これは、ここでお

示しするのは月の南極に基地を作っている

ところの想像図です。月の南極、北極とい

うのは、地球や太陽が水平線上にずっと長

く見えていますから、そこに基地を作ると

いうのは、大変有効であると考えられてい

ます。でも、そこに基地を作るためには、

いろんな技術がまだまだたくさん必要にな

ります。 

 そこで、火星や月に人が住めるような技

術開発というのを今、一生懸命行っておる

ところです。それには、JAXA だけで研究開

発したのでは足りません。なので、民間企

業の技術者とともに一緒に技術開発をしま

しょうと、こういうアプローチをとってい

ます。そして、もちろんその技術を宇宙で

使うことはもちろんですけれども、その技

術を地球でも両方で使いましょうと、こん

な技術開発を目指しておるところです。具

体的には、基地を建てる。それから人が住

む、探る、食物を作る、こんなことを目標

とした技術開発です。 

 例えば、こんなことをやっております。

火星や月で基地を作ろうとしますと、建設



 4 / 20 

 

機械が必要です。建設機械というは重いの

で、ロケットに載せるのは大変難しい。コ

ストがかかります。そこで私たちは軽い建

設機械を作ろうと思っています。 

 これはショベルカー、パワーショベルで

す。パワーショベルの腕の部分が黒い部品

でできているのが、お分かりになろうかと

思いますけれども、これは JAXA が大変得意

としております CFRP、カーボンファイバー

という強くて軽い材料です。飛行機なんか

に使われている材料ですけれども、これで

建設機械を作りますと、軽い建設機械がで

きるんですね。こういったものを作ってロ

ケットに載せて月に運ぼうというわけです。 

 じゃあ、これが地球で何に役に立つかと

いうと、エンジンのパワーが一緒でも腕が

軽いと、それだけたくさんの荷物を積むこ

とができるわけですね。そういう効果が期

待されるというわけです。 

 月や火星には水があると言われています。

その水をどうやって採りだすか。私たちが

考えているのは、フリーズドライという技

術をご存じでしょうか。インスタントカッ

プ麺の中に入っている、乾燥した食材です。

あれを作る技術がフリーズドライと言いま

すけれども、ここではマイクロ波で氷を加

熱して、それを蒸発させて乾燥させる技術

です。 

 

 地球では乾燥した食材が欲しいわけです。

一方、私たちは蒸発してきた水を月で採り

だしたい。こういったすみ分けで、地上の

民間企業とともに技術開発を行っておると。

二つだけ事例をご紹介いたしましたけれど

も、こういったスキームで企業と新しい技

術開発をたくさん行っているところです。 

 

内山：まさに他の惑星に人が住む準備を進

めているといったところかと思います。つ

い先日、JAXA から発表がありましたけれど

も、かぐやのデータを分析して、月に巨大

な地下空洞があるという発見がありました

が、あれは科学探査、月探査の価値を高め

ていくような大きな発見だったんですかね。 

 

國中：そのとおりですね。かぐやに積んで

ありましたレーザー高度計やステレオ撮像

によって精密な地図を JAXA は手に入れて

います。その地図を分析することによって、

地下空間に大きな溶岩でできた空洞、富士

山にも風穴という構造がありますけれども、

たぶん、それに似たものではないかなとい
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うふうに考えられています。これも JAXA

が先行して月のデータをとっているからで

す。 

 その、かぐやが撮った地図、月の地図を

使って、私たちが先ほどちょっとご紹介し

ましたけれども、月の南極に基地を作るた

めの図面をいま作り始めています。別の機

会にご紹介する機会があるといいなと思っ

ておりますけれども、そういう活動もすで

に行っておるということをご紹介させてい

ただきたいと思います。 

 

内山：はい。非常にわくわくする話です。

次は佐藤さん、有人探査について少し掘り

下げていきたいと思います。よろしくお願

いします。 

 

佐藤：はい。ありがとうございます。JAXA

の佐藤です。この写真、國中先生のまねを

して上を向いたんですけれども、やっぱり、

まねをすると本物にはかなわないなと。ま

ねをしてはいけないという教訓を、また学

んだところです。 

 

 ここにありますように、私の経歴、最初

のほうはどうでもいいんですけれども、最

後から 2 番目のところ、国際宇宙探査共同

グループの日本代表ということで 2007 年

から 10 年ほどやっております。10 年とい

うのは非常に長いかと思いますけれども、

宇宙探査というのは今後、何十年、何百年

とやっていく中では、10 年というのは、か

えって短いぐらいのものかもしれません。

ということで、これまで国際的に宇宙探査

をどうやっていくかというところの調整を

してきましたので、それをご紹介していき

たいと思います。 

 これは表題ですね。「いよいよ始まる宇宙

探査」ということで、人類の新たな挑戦と

いうことになりますけれども、ちょっと絵

が抜けていますね。次をお願いします。絵

が全部、出ないでしょうか。 

 

柳田：すみません。ちょっと映像データが

出ないようなんですね。 

 

佐藤：はい。ちょっと出ない。口で補足を

させていただきたいと思います。 

 宇宙探査をなぜやるかというのは、いろ

んな意見があるかと思いますけれども、一

つの見方としてはですね、人類の進化の継

続ではないかというふうにも思います。こ

こに出ていませんけれども、生命というの

は海で誕生したわけですけれども、海から
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地上に上がっていって、それからその生物

が人間に進化していったわけです。 

 その人間は、地上だけでは物足りなくて、

1903 年にはライト兄弟によって空に行っ

て、それから今ではもう、こういった形で

宇宙飛行士が宇宙に住んでいるという状況。

こういった、海から地上、それから空、宇

宙、そういった流れを考えますと、さらに

その先に、遠くに行くというのは、この進

化の流れそのものではないかと考えており

ます。ほかにもいろいろ考え方はあります

けれども、進化の一部ではないかというふ

うに私は思うわけです。こういう形で進化

をしていくのではないかというふうに思っ

ております。 

 世界ではどういう探査を目指していくの

かというのが次のチャートになります。お

願いします。ちょうど真ん中、一番大事な

ところが抜けちゃっていますけれども、そ

の前のページをお願いできますでしょうか。

ちょっと真ん中が白くなっちゃって。これ

も口で補足していきたいと思いますけれど

も。 

 

柳田：申し訳ありません。 

 

佐藤：大丈夫です。はい。まず左に地球は

ありますけれども、世界が目指しているの

は、月を目指します。その次に火星を目指

すと。これは当たり前ではないかと思いま

すけれども、中にはやっぱり火星にいきな

り行ってはどうかという意見もあるんです

けれども、やはり技術というのはそう簡単

なものではないです。月というある程度近

い所でしっかりその技術を実証した上で火

星に行きましょうというのが、これは国際

的なコンセンサスになっているわけです。 

 先ほどは、国際的にどういうロードマッ

プを描いているかということでしたけれど

も、このページは JAXA の月探査のシナリオ。

われわれは、やはり次のステップは月であ

ろうということを思っているわけですけれ

ども、具体的にどういうシナリオを描いて

いるかというところでございますが、2020

年から 2030 年、2040 年ぐらいまでのロー

ドマップになります。 

 

 上のグレーのところは、月の一歩手前で

すね。月の近傍に小型の宇宙ステーション

を構築しようという動きがあります。そこ

には宇宙ステーションで培った滞在技術で

すとか補給技術、そういったものを使って

日本人の宇宙飛行士を送り込みたいという

のが、この一番上のシナリオ。 
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 それから黄色のところが、実際に月面に

降りる探査ですね。これに関しても 2025

年ぐらいから準備を始めて、2030 年ぐらい

には日本人の宇宙飛行士、ここにいらっし

ゃる 3 人のどなたかになるかもしれません

けれども、ぜひ立たせたいと思っておりま

す。 

 このグレーのラインと黄色のラインが国

際的にも、だいたい合意されているロード

マップでありますけれども、日本の特徴と

して青いラインを考えております。先ほど、

國中先生の話にもありましたけれども、月

とか火星には水があります。どれぐらいあ

るかは分かりませんが、それが結構な量あ

りますと、かなり使い勝手が出てきます。 

 具体的には、例えば水を飲み水にするこ

ともできますけれども、電気分解すれば液

体水素、液体酸素という燃料になりますの

で、地球から燃料を持っていかなくても探

査が継続できる。そういう非常に効率的な

探査ができる可能性が出てきますので、わ

れわれとしては、「かぐや」とか SLIM（ス

リム）といった、こういった技術をうまく

生かして水探査をやっていって、うまくい

けば水の燃料のプラントを作る。そういっ

たことを考えているわけです。 

 これが 20 年後ごろの JAXA が描くビジョ

ンということになります。真ん中に先ほど

の月近傍拠点とありますけれども、地球か

らの輸送系はアメリカとかロシアの力をう

まく借りる。われわれは、この月近傍拠点

とか月面のいろいろなシステム、燃料のプ

ラントですとか、ローバーですとか月の着

陸船ですね、そういったものを仕立ててい

きたい。月の燃料がうまくありますと、月

着陸船の往復ですとか、月着陸船が月のま

た別のところに飛んでいくとか、そういっ

た燃料にも使っていけますので、非常に効

率的で包括的な月探査ができるのではない

かと思っております。 

 なぜ有人をやらなければいけないか、次

のトーキングポイントにはなっていますけ

れども、ここで一つ、アポロ飛行士が貢献

した科学というものを二つ紹介したいと思

います。一つはオレンジソイルと呼ばれる

ものですけれども、月面というのはなかな

か光の条件が非常に悪いんですけれども、

飛行士が、ちょっとこれは変わった土壌だ

ということで、オレンジ色の土壌を発見し

たわけですけれども、これが、のちの月の

火山活動の貴重な資料になったりとかです

ね。 

 それから、熱流量計というのも月面に設

置したわけですけれども、これは非常に場

所を選んだり複雑な作業が必要なんですけ

れども、これをあっと言う間に宇宙飛行士

はやってしまった。この結果として、月の

発熱量という少し難しい、そういう科学に

大きな貢献をしたということがありまして、

非常に有人というのは科学にも貢献できる
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というチャートでした。以上になります。 

 

柳田：途中、映像が出ませんで失礼いたし

ました。少しデータが重かったようで。た

だ、分かりやすいお話をどうもありがとう

ございました。 

 

内山：火星に行く準備として月探査が必要

と。また人が行く価値が非常に大きいんじ

ゃないかというようなお話だったと思いま

す。 

 では、次は山崎さん、宇宙飛行の経験も

ありながら、現在は内閣府の宇宙政策委員

会の委員であります。お二人のお話を聞い

て、そういった観点での一言を何かお願い

いたします。 

 

山崎：みなさん、こんばんは。山崎です。

本日は金井宇宙飛行士と地上チームの皆さ

んを応援しに駆け付けました。金井さんの

ミッションのご成功をお祈りしますが、そ

の先に、この国際宇宙探査があると思って

います。国際宇宙探査フォーラムが来年の

3 月にあるということは内山さんからもお

っしゃっていただいたんですけれども、今

まさにその議論が活発化しています。日本

がホストを行います。 

 冒頭でも、ごあいさつくださったように、

文部科学省の大臣政務官、新妻さん、激励

の言葉をくださいました。文科省の皆さん

や、また JAXA の皆さん、そして私もいま属

している内閣府の宇宙政策委員会などでも、

国際宇宙探査に関する議論が活発化してき

ています。 

 また、民間チーム、例えば HAKUTO チーム

などが月を目指していますけれども、民間

の方たちとの協力も、これから大切になっ

てくると思っています。 

国際的にも、先ほど佐藤さんからお話があ

りましたけれども、ISECG の国際ワーキン

ググループなどの議論もありますし、つい

先日、アメリカの NASA とロシアのロスコス

モスが、この探査に関してこれから議論を

していく、協力するという発表をしていま

した。2024 年まで国際宇宙ステーションき

ぼうが運用されます。 

 では、「2024 年、その先はどうなるんで

しょう」というご質問が皆さまからの事前

の質問の中にもありました。「古くなった

ISS はどうするんですか」と。実は、その

答えはまだ決まっていません。もしかした

ら、もっと長く延長して運用するかもしれ

ません。そのときには国ではなく民間の事

業体が運用しているかもしれないですし、
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そうなると実験とともに、いろいろな観光

なども始まってくるかもしれません。また、

別の形で宇宙実験が継続しているかもしれ

ません。 

 ただ、一つ大切なのは、こうした宇宙の

環境を利用した実験はこれからも続いてい

くでしょうし、そして宇宙探査の実証の場

にもなり続けていくと思っています。例え

ば、宇宙ステーション。水を今リサイクル

しているんですよね。私も飲みました。ト

イレで回収した尿は、また殺菌されて飲み

水になっています。でも、そのリサイクル

率はまだ 60 パーセントぐらいなんです。そ

れを高めようとする日本の水再生技術を、

この ISS きぼうで実証しようという計画も

あります。ということで、これからはまた、

この地球周回と宇宙探査がつながっていく

のかなと思っています。 

 私も宇宙から地球を見たときに、すごく

きれいだなと思ったと同時に、地球自身が

生きているような感じがしました。でも、

地球自身には目や耳はありませんよね。で

すので、私たちが人工衛星やセンサーや、

いろいろな写真などを使って、地球の目と

なり耳となって、いろいろと耳を澄まして

いるのかなと思っています。 

 金井宇宙飛行士の今回のテーマは、健康

寿命の鍵は宇宙にあるということをおっし

ゃっていますが、これに加えて地球の健康

寿命も延ばしていくということも大切なの

かなと思っています。油井さん、大西さん、

宇宙から積極的に、きれいな映像とともに

情報を発信してくれていました。金井さん

も、きっとそうしてくださると思います。 

 想像してみてください。これから 2020

年、30 年になって、月からぽっかりと浮か

ぶ地球の写真を毎日、身近に眺めるように

なり、そして生の言葉が伝わる、そんな時

代になってくると宇宙船地球号という概念

が、理屈ではなくて本当に広まっていくの

かなと思います。そんな時代をいま開いて

いく、この時代にいることに私自身もわく

わくしています。 

 

内山：ありがとうございます。次は次世代

宇宙飛行士の皆さんですが、2008 年の宇宙

選抜試験、私も実は受けたんです。このと

きのパンフレットを覚えています？ 「宇

宙飛行士搭乗員募集」と書かれた表紙の、

その先には月が描かれていましたよね。や

っぱり月探査、自分自身で行きたいという

思いが強いと思いますが、じゃあ、次世代

宇宙飛行士の 3 人の方、一言ずつお願いし

ます。 
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油井：まず私から。本当に今日、2020 年代

ですよね。2020 年代って、もう本当にすぐ

ですから、そういうところで具体的なこの

月の探査の話が進んでいくということが具

体的になっていくというのは、本当に素晴

らしいなというふうに思っています。個人

としても 2020 年代はまだ 50 代なので、現

役なので、もしかしたら行けるのかもしれ

ないなと思いますし。あと、大事な側面と

いうのは、私は宇宙飛行士グループ長とい

って、日本人の宇宙飛行士の取りまとめを

やっているのですが、やっぱり月という目

標ができると士気も上がりますし。 

 あと、もう一つすごく大事なのは、実は

私、1 部でも話しましたけれども、私が宇

宙飛行士になるための訓練を始めてから最

初に飛んだのには 6 年以上訓練しているん

です。ですから、月を目指すというふうに

なると、また新しい能力が必要になってく

るはずで、その訓練というのはもうすぐに

でも始めなきゃいけないという段階にきて

いるんだなということを感じました。 

 

大西：私が月探査、宇宙探査にかける思い

を少しお話しさせていただきたいんですけ

れども、僕は一人の宇宙飛行士として、も

ちろん宇宙探査はやるべきだと思っていま

すし、そこに人がいることに意味があると

思っているので、危険を冒してでも人が宇

宙に行くべきだと僕は思っているんです。 

 宇宙飛行士選抜試験を受けているときに、

パイロットで。そうすると副操縦士なので

機長と、例えば何時間フライトをご一緒す

る機会って多かったわけです。自分の例え

ば 10 歳以上、一世代、二世代前の方々とお

話しさせていただいて、宇宙ということに

なると必ず、もう本当に 1 人残らずそうい

った方々が口にされたのが、あのアポロ 11

号の月面着陸のエピソードなんですよね。

それを自分もテレビにかじりついて見てい

たという、本当に何十年も前のことを本当

に克明に覚えて、興奮しながら僕に語って

くれる姿を見ていて、果たして自分の世代

にそういう、本当に全人類が一つのものに

一緒になって頑張って興奮したイベントっ

て、あったかなと思ったときに、残念なが
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ら僕には、そういうイベントってないんで

すよね。 

 なので、僕は人類の進化の原動力という

のは、ずっと探求心だと思っているので、

そういった宇宙飛行士の一人として、自分

たちの世代だったり、今の子どもたちの世

代に大きな活力を与えるような、原動力に

なるような、そういう宇宙探査の中で自分

も一人の宇宙飛行士として活躍できたらい

いなと思っています。 

 

柳田：ありがとうございます。コメントで

も、「宇宙探査、ロマンだな、楽しみだな、

これからが」というコメントがありました

けれども。それでは、内山さん、そろそろ

ディスカッションに移りましょうか。さま

ざまなキーワードが出てきましたけれども。 

 

内山：探査は非常に価値がありそうだと、

また技術的にもできそうだなというところ

まできていると。政府レベルでも合意形成

というのができつつあるという状況の中で、

やっぱり予算が足りないというような課題

もあるわけですよね。そういった中で、ど

ううまくやっていくかというところが非常

に重要じゃないかなと思っていて。一つ、

協調、協力というのがキーワードとして必

要かなと思っていて。一つに国際協力、あ

とは人とロボット、有人と無人の融合、あ

とは新しく宇宙に企業が参入してくる、こ

ういったキーワード、切り口で、うまく効

率的に進めていこうというところを戦略的

にやっていく必要があるんじゃないかなと

思っています。 

 こういった観点で、こういうやり方がい

いんじゃないかとか、こうやったらうまく

いきそう、こうやることを考えています、

みたいなところがあればディスカッション

していきたいなと思うのですが。佐藤さん、

では、お願いします。 

 

佐藤：じゃあ口火を切りたいと思いますけ

れども、2 番目のところですね、よく無人

対有人ということが、よく対比する形で言

われます。時々、対立するようなことにも

なりますけれども、私はそういう対立では

なくて、うまく協力し合っていけるのが有

人と無人ではないかなと思います。 

 例えば有人ミッションをやるにあたって

も、事前にいろいろときちんと調査をしな

いといけないわけです。環境調査ですとか、

水の調査もそうですし、それから、その技

術的な実証もいきなり人でやるわけにもい

きませんので、そういうことをしっかり無
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人でやっていって、それができたところで

いざとなったら人が行くというような形の

うまい協力の仕方があると思います。 

 それから、やっぱり有人が行かなくても

無人が何でもできるよという意見もあるん

ですけれども、やはり今日の冒頭、開始時

間が遅れたところで、油井さんとかがうま

くサポートして時間をつないでくれた。こ

れはまさに人がやれることで、なかなかロ

ボットとかはできないことだと思うんです。

まさに、そういう形で、やっぱり人という

のは、今のところ、やっぱり無人、ロボッ

トよりも人が行く必要があるし、人が行く

ことによって非常に効率的な探査ができる

んじゃないかと思います。ロボット探査を

これまでいろいろとやられてこられた國中

先生、いかがでしょうか。 

 

國中：私は相模原宇宙科学研究所で働いて

いますので、今日は皆さんにちょっと理解

していただきたいんですけれども、向こう

側は有人側で、私はロボティクス側なんで

すね。そういう対峙局面で私は今日呼ばれ

たんじゃないかと思っているんですけれど

も、多勢に無勢でちょっと分が悪いなとは

思っていますが。 

 決して、いま佐藤さんがおっしゃったよ

うに、有人と無人が対峙するものではまっ

たくないですね。皆さんのご家庭にも、お

掃除ロボットがあったり、介護ロボットが

最近たくさん使われるようになったり、決

して人間とロボットが対峙するわけではあ

りません。アトムは人間の味方でしたから。

そのように、ロボットや人、有人、無人探

査をベストミックスで、いいところを合わ

せて、これからも活動をやっていくんだろ

うなと思います。 

 先ほど、僕がお示しした月基地の想像図

をご覧にいれましたけれども、あれも例え

ば、それから建設機械、軽い建設機械のご

紹介をしましたけれども、あの建設機械を

地球からリモートコントロールで、あの建

設機械を動かして、人が行く前に基地を作

っておいて、ほぼ完成したであろう基地に

人が登っていって、さらにきめ細やかな取

り扱いはやっぱり人間でしかできませんで

しょうから、そういったロボットと人間の

ベストミックスで宇宙探査というものが行

われていくんだろうと思います。 

 それから企業、そういう新しい技術開発

をどうやっていくんですかということです

ね。やはり、これまでは人工衛星を作った

りロケットを作ったりするというのは

JAXA が主体的に行ってきたんですけれど
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も、そういうやり方では、もはや限界があ

るかなと思っております。 

 私たち宇宙探査イノベーションハブとい

う事業所でやっておりますことは、オープ

ンイノベーションという方法でもって、企

業のやりたいことと JAXA のやりたいこと

のアンドを取って、共通項を一緒に研究開

発しましょうというスキームです。先ほど

ご紹介した水を採りだすフリーズドライの

技術というのも、それと同じそういった方

法でオープンイノベーションスキームで技

術開発をするということです。そして、取

り分は、出来上がった成果物を宇宙でも使

いましょう、そして地上でも使いましょう

というやり方になります。 

 私、思うのは、宇宙というのは新しい概

念を生み出すところだと思います。金井宇

宙飛行士の研究テーマは健康と寿命の関係

ということですけれども、それは私たちが

地球の、この 1G の環境で暮らしている情報

というのは、もう知っているわけですね。

ただ、そこで、1G という環境を取り去った

ら一体どんなレスポンスが出るのか。それ

を私たちの知っている地球上での常識や情

報と照らし合わせることによって、新しい

解を、新しい現象を見いだそうというアプ

ローチだと思います。 

 それと同じように、宇宙に出ていくため

には、新しい技術がないとなりません。そ

の新しい技術を、それは大きな真空環境だ

ったり無重力環境だったり、そういう領域

で私たちが頭の中で考えて、それを宇宙で

実現させるためにはどうしたらいいだろう

ということを考えた上で宇宙に出掛けてい

くわけです。そういったチャンスを与えて

くれるのが宇宙空間だと思います。 

 そういった思考の結果、新しいイノベー

ションを起こして、もちろんそれは最初に

宇宙で使おうと思ってできた技術かもしれ

ませんけれども、これも地球でも使えるじ

ゃないですかということを、たくさん生み

出すことができるのではないかなと思って

います。 

 

内山：金井さん。 

 

金井：人とロボットというところでは、私

のミッションのときにも、イントボールと

いう宇宙飛行士お助けロボットが活躍する

ことが期待されていて、宇宙ステーション

を使っても、人とロボット、無人と有人の

コラボレーションというのが始まりつつあ

ると思うんですけれども、私自身もロボッ

ト大好きですし、何か日本の最先端技術と

いうとロボットって最初に出てくると思う

んですけれども、そのあたり、国際協力の

これからの探査の中で、どういうものが日

本の強みになってくるのか、お二人の先生

にお聞きしたいなと思うんですけれども。 
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佐藤：そうですね。もちろん、ロボットも、

きぼうの中にもロボットアームはあります

し、それをうまく生かして、さらに、その

月近傍のステーションのロボットを作った

りとか。それから、やっぱり月の探査をす

る場合も、ローバーとか、それからロボッ

トもどんどん使われてくると思うんですね。 

 人も行きますけれども、やっぱり人が最

後に宇宙服を出ていくことはあるにしても、

その前にローバーとかロボットで事前にう

まく探査をするとかいうのはありますので、

そういうときに、「きぼう」で培った宇宙ロ

ボット技術を発展させるとか、地上の自動

車の技術を発展させて宇宙に適用するとか、

そういった形での参加の仕方、貢献の仕方

というのはあるのではないかと思います。 

 先ほどの非宇宙の民間企業の話も少し出

ましたけれども、宇宙探査というのはまさ

に新しい企業が参加できるところだと思う

んですね。それは、探査というのは月面、

それから火星の表面相手ですので、これま

での宇宙開発と違って無重力の世界ではな

いんですね。地面相手の作業が非常に多い

ので、日本の自動車技術、それから建機の

技術、ロボット技術、そういったものが非

常に活躍する機会が多くなってきて、非常

に日本が盛り上がってくるのではないかな

と期待しています。 

 

内山：まず日本の強みということですと、

「こうのとり」の実績というのがありまし

て。私、フライトディレクターをやらせて

いただきながら、次の次世代の新型宇宙ス

テーション補給機というプロジェクトが今

月に立ち上がったんですけれども、これを

ぜひ探査につなげていきたいなと考えてお

ります。日本の強み、世界をリードしてい

くという核になれるんじゃないかなと。月

ステーションができたり、月に物資を運ぶ

となると、こうのとりの得意分野ですので、

こういったところで貢献していきたいなと

考えております。 

 

國中：こういった、「こうのとり」とかで使

われているレーザーセンサーというのが大

変大きな役割を果たしていますけれども、

その技術は例えば地上ですと自動運転、車

にそういうのを載せますと、人間が認識す

るのではなくて、レーザーセンサーでもっ

て距離を測って衝突を回避するとか、そう

いったことにも応用できます。 

 それから、先ほど佐藤さんがおっしゃっ

たように、ローバー。ローバーというのは

自動車みたいな乗り物ですね。タイヤの付

いたような乗り物です。例えば今、ガソリ

ンエンジンから電気自動車や燃料電池自動

車というものが、それから自動運転という

ような言葉を皆さんも耳にされていると思

いますけれども、まさにそういった技術は

月や火星でそのまま使える技術だと思いま
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す。そういった親和性をもって、地上の開

発と宇宙の開発を同時に進めるということ

も非常にあり得る話だなと思います。 

 

柳田：油井さん、手が挙がりましたが。 

 

油井 先ほどの話を聞いていて思ったんで

すけれども、やっぱり日本は非常に素晴ら

しい技術、いろんな技術を持っていると思

うんですよね。そういう企業が参加するの

が本当に大事で、話は若干それますけれど

も、最初に、私が今日昼の部の展示を見て

いて、宇宙食を見ていて思ったんですけれ

ども、宇宙食を作っている食品メーカーも

あるのですが、それ以外の、実は日本でい

ろんな食品を作っている食品メーカーの技

術というのはすごく上がっていて、実は宇

宙にそのまま送れそうな、宇宙食にできそ

うな技術を持っていると気が付かされたん

ですよね。 

 それは実は一例で、実は日本の技術とい

うのは、いろんな分野で、もうそのまま、

少し改良すればすぐ宇宙で使えるというよ

うな技術が、そこらじゅうに、もう日本に

は何百万社もあるわけですから、それぞれ

が持っていると思うんです。ただ、それが

使えるということに気が付いていないとか、

そもそも宇宙に興味がないということだと、

やっぱりビジネスチャンスを無駄にしてい

ると思うんですよね。 

 ですから、今日会場に来られている方々

は、お父さん、お母さんはいろんな会社に

勤めていたりすると思うので、自分の会社

でもしかしたらこの技術は宇宙に使えるん

じゃないかなと。そう思って、そして JAXA

に話を持ってきてもらう。「協力できません

か」と言っていただくというのが、実は予

算を削減しつつ開発を進めていくというの

では、やっぱり大事な要素の一つじゃない

かなというふうに思いましたね。 

 

柳田：本当、身近な技術が生かせるかもし

れませんよね。今日は、観客の皆さんから

登壇者の皆さんへの質問を受け付けており

ます。この時間、最初の質問はこちらです。

「ずばり、人が住めそうな惑星はあります

か？」という質問なのですが、どなたに答

えていただきましょう。 

 

内山：佐藤さん、どうでしょう。 

 

柳田：佐藤さん、お願いします。 

 

佐藤：なかなか難しい質問なんですけれど
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も、やはり、これだけ広い宇宙、何千億と

いう星と、それを回っている惑星があるわ

けですから、住めそうな惑星がないと考え

るほうが難しいんじゃないかと思いますね。 

 要は、人が住めそうな惑星というのは、

やっぱり、いろんな所にあるのではないか

というふうには思います。 

 

柳田：そして第 2 部は、その質問に加えま

して、来場者の皆さま、そして番組をご覧

の皆さまからの意見を聞くべく、アンケー

トを最後に行いたいと思います。会場の観

客の皆さんは、赤と青の用紙、お持ちです

ね。用意してくださっていますね。そして、

ニコ生アンケートの結果というのは、スク

リーンでいたします。二択のアンケートに

なっております。準備はよろしいですか。

ありがとうございます。それでは、アンケ

ートを最後に、まいりましょう。 

 最初の質問、お答えください。皆さんは、

宇宙探査を続けていくべきだと思います

か？ 続けていくべきという方は赤。そし

て、続けていくべきではないのではないか

という方は青の札を上げてください。 

 

内山さん、もうこれは圧倒的に赤のカード

ですね。宇宙探査への期待感というのが感

じられますよね。 

 そして、アンケート、二つ目の質問いき

ますよ。次の質問はこちらです。あなたは

月に行きたいですか？ それとも、もっと

遠くへ行きたいですか？ 例えば火星など、

もっと遠くに行きたいでしょうか。 

 月へ行きたいという方は赤の札。そして、

もっと遠くへ行きたいという方は青の札、

それぞれお上げください。これは見事に分

かれていますか。 

 

内山：半々ぐらいですかね。 

 

柳田：そうですね。でも、本当に夢がある

ことですよね。どこか違う星に、という。 

 

内山：本当に宇宙探査推進派の方に集まっ

ていただいて、またさらに自分自身も月、

またさらに火星、遠くへ行きたいという方

が集まってくださっていますね。われわれ

も、それを実現するために頑張っていかな
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いといけないと思いました。 

 

柳田：この思いを胸に、ぜひ皆さん頑張っ

てください。皆さん、ご協力ありがとうご

ざいました。 

 その期待が高まっています宇宙探査に関

して、なんと来年の 3 月には、世界の大臣

級が宇宙探査について話し合うという

ISEF2 が日本で開催されるんです。その

ISEF2 は、今後の宇宙探査の方向性を決め

ていくという大きな節目になると期待され

ていまして、なんと議長国が日本というこ

とですので、どんな話し合いが行われてい

くのか、どうか皆さん、今日をきっかけに

期待して注目していてください。第 2 部は、

これからの宇宙探査について、お話を伺い

ました。以上で第 2 部のトークセッション

を終了いたします。どうも皆さん、ありが

とうございました。 

 

司会：以上でトークセッションを終了いた

します。モデレーター、パネリストの方々

へ、いま一度大きな拍手をお願いいたしま

す。 

 

 

 それでは、ここで、9 月 30 日に開催した

JAXA つくば宇宙センター特別公開の来場

者の皆さまからの金井さんに向けた応援メ

ッセージで埋め尽くされたフラッグ 2 枚を、

金井さんに渡したいと思います。フラッグ

は一緒にミッション成功へ向けて頑張る、

佐孝大地、中村大地フライトディレクター

から意気込みとともに金井さんに渡します。

金井飛行士、舞台へ、よろしくお願いいた

します。 

 それでは佐孝さん、中村さん、よろしく

お願いいたします。 

 

佐孝：金井さん、これだけいっぱい応援メ

ッセージが集まりました。初飛行ですけれ

ども、ぜひ楽しんで宇宙飛行をしてきてく

ださい。金井さんのためにいっぱい実験と

お仕事を用意していますので、よろしくお

願いします。今、シャッターチャンスです

ので。 

 

中村：もう 1 枚ございます。金井さんの宇

宙滞在、みんなの思いが詰まっています。

一緒に頑張りましょう。 金井宇宙飛行士壮行セレモニー 

クロージング 
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司会：それでは、最後に金井飛行士より、

本日来場してくださいました皆さまおよび

ウェブ中継を見てくださっている皆さまへ、

一言よろしくお願いいたします。 

 

金井：本日、ご来場いただきました皆さま、

本当にありがとうございました。そして、

ウェブ中継を見てくださっている皆さん、

本当にありがとうございます。皆さま、一

人一人の応援が本当にロケットブースター

のように、私を後押しして宇宙ステーショ

ンに連れて行ってくれるんじゃないかなと、

そのように感じております。 

 私たち、油井、大西、金井と 3 人ひとく

くりで、新世代宇宙飛行士と呼ばれていま

すけれども、実は私ももう 40 ですし、新世

代と言うには、ちょっと年がいって中年の

星となりつつあります。 

 先ほど、第 2 部で将来の月探査、惑星探

査という話を聞いていてふと思ったんです

けれども、われわれ、油井、大西、金井と

いうのが新世代宇宙飛行士と今は言われて

いますけれども、本当の意味で新世代の宇

宙飛行士って、今回会場に来てくださって

いる小さいお子さんたち、彼らが将来、日

本の宇宙開発を背負って立って、そして月

からいろいろな情報発信をしてくれたり、

われわれに宇宙開発のロマンを見せてくれ

るんじゃないかなと思っております。 

 私は皆さまより一足お先に宇宙に行かせ

ていただきますけれども、次は、今日会場

にいらしてくださっている、あるいはウェ

ブで見てくださっている皆さんの番だと思

いますので、ぜひ一緒に宇宙を目指しまし

ょう。本日はどうもありがとうございまし

た。 

 

司会：金井飛行士、ありがとうございます。

それでは皆さま、温かい拍手とともに、も

う一度大きな拍手とともに、金井宇宙飛行

士を送り出しましょう。金井飛行士、行っ

てらっしゃい。 

 

金井：行ってきます。 

 

 

司会：それでは、本日のイベントを締める

主催挨拶 



 19 / 20 

 

にあたり、JAXA 宇宙医学生物学研究グルー

プ長で、お医者さん宇宙飛行士の先輩でも

ある古川聡から閉会のごあいさつをいたし

ます。古川さん、よろしくお願いいたしま

す。 

 

古川：皆さま、本日はお忙しい中ご来場く

ださり、ありがとうございました。本日、

来場くださった方の数は、昼間の部が約

1000 名、夜の部が約 4000 名と、先ほどお

聞きしました。また、多くの方がネット中

継でご覧くださっているものと聞いており

ます。 

 実は、JAXA としてもこれだけ大きな規模

のイベントは初めてでした。ご来場くださ

った皆さま、ネット視聴してくださってい

る皆さま、そして関係者の皆さま、ありが

とうございます。皆さまが日本の宇宙開発

に興味を持ってくださっていることを、と

てもありがたく思います。また、本日のイ

ベントを皆さまがもし楽しんでくださった

ら、とてもうれしく思います。 

 さて、私、医師として国際宇宙ステーシ

ョンに 6 年ほど前に行きました。宇宙に「さ

あ、仕事するぞ」と言って宇宙ステーショ

ンへ行ってみたら、宇宙酔いになってしま

いました。毎日、乗り物酔いしているよう

で気持ち悪くて大変でした。1 週間で治っ

たんですけれども。 

 そのほか、地上では体の下のほうにいっ

ている体液が顔のほうに上がってきて、顔

がぱんぱんに腫れてしまって、頭の芯が重

かったりとか、あるいは、何もしないと筋

肉が萎縮してしまう危険性があるだとか、

さまざまな経験をしました。そういったこ

とは、人が宇宙に長期滞在する時に解決す

べき課題です。 

 そういったことを研究するのが宇宙医学

といいまして、いま私は現役宇宙飛行士と

しては旧世代ではありますけれども、訓練

も続けながら、そういう宇宙医学研究のマ

ネジメントをしています。そこで得られる

知見は、宇宙で人が長く滞在するときに役

立つとともに地上でも役に立ちます。この

話をしだすと長くなるので、今日はこれま

でにしまして。 

 金井飛行士は、先ほど説明ありましたけ

れども、お医者さんですので、きっと宇宙

に行ったときの自分が感じた体の変化とか

を Twitter だとかブログで発信してくれる

ものと思います。また、長い間続く無重力

という宇宙環境を使ったタンパク質結晶成

長実験、そういったものをやることを通し

て、地上でのわれわれの生活をよりよくす
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ることに貢献してくれるものと思います。 

 打ち上げ目標日の 12 月 17 日まで 7 週間

余りになりました。金井宇宙飛行士、そし

て地上チームの皆さまへの応援を今後も、

よろしくお願いいたします。本日はありが

とうございました。 

 

司会：古川さん、ありがとうございました。

以上をもちまして「SPACE MEETS YOKOHAMA 

きぼう、その先へ」を終了とさせていただ

きます。お帰りの際は、お忘れ物のないよ

う、お気を付けてお帰りください。受付で

お配りした配布物の中にはアンケートが封

入されております。アンケートは今後の有

人宇宙活動に役立てさせていただきます。

ぜひご協力ください。アンケートに、ご協

力いただいた方に、もれなく記念品を差し

上げます。 

 記入用机と筆記用具はロビーにて、ご用

意をしております。ぜひご利用ください。

また、インターネット中継を、ご覧になっ

ているお客さま、ウェブアンケートを今月

31 日 18 時まで行っております。ホームペ

ージにてアンケートのご協力のほど、お願

いいたします。それでは皆さま、本日は誠

にありがとうございました。 

 


